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2022 年 4 月 27 日 

 
各 位 

会 社 名 メタウォーター株式会社 
代表者名 代表取締役社長 山口 賢二 

（コード番号：9551 東証プライム） 
問合せ先  経営企画室長 西村 新吾 

（TEL. 03-6853-7317） 
 
 

「サステナビリティに関する基本方針」制定のお知らせ 

 当社は、2022 年 4 月 27 日開催の取締役会において、持続可能な環境・社会の実現と企業価値の向上に向

けた取り組みに関する目的、基本方針及び重要課題（マテリアリティ）を定めた、「サステナビリティに関

する基本方針」について決議しましたので、以下の通りお知らせします。また、2022 年 4 月 1 日付で CSR
委員会をサステナビリティ委員会に変更し、当社のサステナビリティに関する取り組みをより一層推進して

まいります。 
  
１．本基本方針の概要 
 
目的 
 
 当社グループは、地球温暖化等の環境課題、人権問題等の社会課題及び当社グループを取り巻く事業環境

における課題等に対して、企業理念である「続ける。続くために。」の実践を通じて、持続可能な環境・社

会の実現に向けて取り組み、企業価値の向上を遂げることを目的とする。 

 

基本方針 
 

 当社グループは、私たちの日常の安全・安心な生活を支え、環境と社会の持続可能性に貢献し、社会と共

に持続可能な発展を遂げるため、ステークホルダーの期待に応え、社会から信頼され、社会に貢献し続ける

企業であることを目指します。この実現に向けて、次の取り組みを続けていきます。 

 

 環境・社会の課題解決に向けて、顧客・地域・パートナーと連携し、最適な技術・サービスで貢献して

いきます。 

 人が最大の財産であり、多様性を認め、多様な働き方を構築し、安心して安全に働ける環境を整備して

いきます。 

 中長期的な企業価値の向上に向けて、最良のコーポレート・ガバナンスを実現し、社会と共に持続可能

な企業を目指します。 

 
 
重要課題（マテリアリティ） 
 
 上記目的及び基本方針の実現に向けて、当社グループの事業と関係性が深く、社会・ステークホルダーに

おいても重要な課題を重要課題（マテリアリティ）と位置付け、以下の 6 項目を対象としました。 
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重要課題 方  針 目  標 

水環境 

人々の暮らしになくてはならないライフラインで

ある上下水道施設の建設、維持管理、運営におい

て、最適な技術・サービスの提供を通じて、安全

な水質の確保、水環境の循環及び保全に貢献しま

す。 

持続可能な上下水道施設への貢献 

海外における水環境への貢献 

水源林の保全 

循環型 
社会 

豊かな自然環境を守り続けるために、限りある資

源を有効に活用し、循環型社会の形成に貢献しま

す。 

持続可能なリサイクル施設への貢献 

産業廃棄物の削減と再利用の推進 

環境負荷の低減 

温室効果 

ガス排出 

削減 

地球温暖化による海面上昇、異常気象等の課題に

対して、事業活動を通じて温室効果ガス

（Greenhouse Gas : GHG）の排出削減に貢献し

ます。 

上下水道施設における GHG 排出削減 

サプライチェーン排出量（CO2）の削減 

地域社会 
持続可能な社会を実現する上では、顧客・地域・

パートナーとの連携が重要であり、事業活動を通

じて地域社会に貢献します。 

地域社会・経済の活性化 

災害時の支援対応 

社会貢献活動 

人財 

多様性を認め、多様な働き方を整え、従業員が働

きやすい環境を整備します。また、事務所・現場

での業務における安全衛生にも配慮し、事故・ケ

ガの発生を未然に防ぐようにします。 

働きがいのある職場環境の創出 

従業員への教育支援 

労働安全衛生の向上 

ガバナンス 

透明性・信頼性の高い企業経営を行い、コンプラ

イアンスの推進及び内部統制機能を強化し、企業

価値の持続的向上の実現に向けた最良のコーポレ

ート・ガバナンスに取り組みます。 

コーポレート・ガバナンスの充実 

コンプライアンスの推進 

 
 
2．本基本方針の開示先 
 
 東京証券取引所 適時開示情報閲覧サービス（TDnet）での開示のほか、当社ホームページにて公開してい

ます。 
 
 

以上 
 


